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研究成果概要 
本研究では、Ashra-I の第４期観測（Observation４）における物理データ取得をマ

ウナロアの Ashra サイトで開始すると共に、「地球かすりニュートリノ法」による PeV

以上のニュートリノに対する感度向上を目的とした大気蛍光観測のために、明野観

測所における試験望遠鏡によるライダー観測を大学院生が参加して推進した。 

 明野観測所においては、東邦大学で製作した 64×64 の光ファイバー束を 9 分割し

たものをトリガーピクセルとし、結果として 3×3 に分割した視野にレーザー光の信

号を捕らえて、これをトリガー撮像する試験を行った（図１）。 

 
       図１．試験トリガー観測に用いた光ファイバー束 



レーザー装置と試験望遠鏡の外観と見取り図を図２、３に示す。レーザーを視野に

対してほぼ並行に射出した場合、数マイクロ秒で試験望遠鏡の視野を横切る。 

 

CPLD 上にトリガー論理を構成し、自立トリ

ガー系によりレーザー光の撮像に成功した

（図４）。この成果を発展させることによ

り、Ashra 望遠鏡実機による大気蛍光撮像に

繋げる予定である。 

 2015 年 2 月からは、ハワイ島マウナロア

Ashra 観測サイトにおいて第４期観測準備

を行っている。過去 3 期に渡って安定して

稼働してきた高視野連続撮像による閃光観

測と、チェレンコフ光トリガー撮像による

地球かすりニュートリノ観測は、継続的に

観測可能なことが確認できている。 
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    図２．実験施設外観         図３ 実験施設見取り図 

 
  図４ 自律トリガー画像 


